
第 33回 

童謡フェスティバル 
 
 
 
 
 
 
 

望郷松井田 関口コオ作 安中市所蔵 

令和5 年11 月5 日（日） 

開演 13：30（開場 13：00） 

開場 文化センター ホール 

主催 安中市教育委員会  



 

＜第１部＞   

１ ハッピーコーラス・峠 
♪ありがとうの花 作詞／坂田 おさむ 作曲／坂田 おさむ 編曲／池 毅 

♪サザンカ 作詞／Fukase ＆ Saori 作曲／Nakajin ＆ Fukase 編曲／西條 太貴 

♪マリーゴールド 作詩・作曲／あいみょん 編曲／高野 令子 

♪花になれ 作詞／指田 郁也、jam 作曲／指田 郁也、森 俊之 編曲／西條 太貴 

 

●伴奏 

塩谷 景子 

２ 磯部ハーモニーズ・ドルチェ、まるべりぃ 

♪鞠と殿様  

作詞／西条 八十 作曲／中山 晋平 編曲／岩河 智子 

♪雨降りお月さん～雲のかげ  

作詞／野口 雨情 作曲／中山 晋平 編曲／岩河 智子 

 

●伴奏 

米田 淳子 

３ コール・バウム 

♪しゃぼん玉 作詞／野口 雨情 作曲／中山 晋平 編曲／小林 潤一 

♪故郷 作詞／高野 辰之 作曲／岡野 貞一 編曲／小林 潤一 

♪どじょっこふなっこ 作詞／東北地方のわらべうた 作曲／岡本 敏明 編曲／小林 潤一 

 

●指揮 

小林 潤一 

４ 安中二葉幼稚園コーラス 

♪世界がひとつになるまで  

作詞／松井 五郎 作曲／馬飼野 康二 編曲／富澤 裕 

♪心の瞳  

作詞／荒木 とよひさ 作曲／三木 たかし 編曲／米山 拓巳・佐藤 亘弘・脇山 知宏 

 

●指揮 

神戸 深雪 
 
●伴奏 

山中 美保 

５ コールうすい 

♪女声合唱愛唄歌集「美しい日本の歌」うたのブーケ No.2より 

ゆりかご 作詩／平井 康三郎 作曲／平井 康三郎 

夕焼け（「たおやかな詩」から） 作詩／牛尾 良子 作曲／松下 耕 

♪妙義山 作詞／大和田 建樹 作曲／田村 虎蔵 

 

 

 

 

●指揮 

大山 亜紀子 

 
●伴奏 

立川 統子 



＜第２部＞  

６ つゆくさコーラス 

♪しゃぼん玉 作詞／野口 雨情 作曲／中山 晋平 編曲／岩河 三郎 

♪七つの子 作詞／野口 雨情 作曲／本居 長世 編曲／岩河 三郎 

●指揮 

齋藤 久代 
 
●伴奏 

黒澤 敦子 

７ 安中市少年少女合唱団 

♪さんぽ 作詞／中山 李枝子 作曲／久石 譲 編曲／山田 洋子 

♪ひばり 作詞／やなせ たかし 作曲／木下 牧子 編曲／木下 牧子 

♪雪の街 作詞／やなせ たかし 作曲／木下 牧子 

♪びりからいっとう 作詞／みずかみ かずよ 作曲／なかにし あかね 

♪さみしがりやの秋だから 作詞／みずかみ かずよ 作曲／なかにし あかね 

●指揮 

萩原 広生 
 
●伴奏 

小林 直子 

８ 安中市民合唱団 

♪うつくしいのはげつようびのこども 作詞／谷川 俊太郎 作曲／林 光 

♪メリーはこひつじかっていた 作詞／谷川 俊太郎 作曲／林 光 

♪ロンドン橋 作詞／浅井 資子 作曲／イギリス童謡 編曲／木下 牧子 

♪キラキラ星 作詞／浅井 資子 作曲／フランス童謡 編曲／木下 牧子 

●指揮 

小林 潤一 
 
●伴奏 

米田 淳子 

９ 安中草笛合唱団 

♪肩たたき 作詩／西篠 八十 作曲／中山 晋平 編曲／岩河 三郎 

♪三つの汽車のうたメドレー 

１.汽車 作詩／文部省唱歌 作曲／大和田 愛羅 編曲／岩河 三郎 

２.汽車ポッポ 作詩／宮原 薫 作曲／草川 信 編曲／岩河 三郎 

３.汽車ポッポ 作詩／本居 長世 作曲／本居 長世 編曲／岩河 三郎 

●指揮 

織田 修一 
 
●伴奏 

諏訪部 隆代 

10 コーラスまついだ 

♪童謡メドレー 

１.子鹿のバンビ 作詞／坂口 淳 作曲／平岡 照章 編曲／源田 俊一郎 

２.七つの子 作詞／野口 雨情 作曲／本居 長世 編曲／源田 俊一郎 

３.森の小人 作詞／山川 清 作曲／山本 雅之 編曲／源田 俊一郎 

４.みかんの花咲く丘 作詞／加藤 省吾 作曲／海沼 実 編曲／源田 俊一郎 

♪いのちの歌 作詞／Miyabi 作曲／村松 崇継 編曲／富澤 裕 

●指揮 

朴田 真由美 

 
●伴奏 

今川 寿美 

11 全 体 合 唱 

♪紅 葉 作詞／高野 辰之 作曲／岡野 貞一 

 

●指揮 

朴田 真由美 

 

●伴奏 

今川 寿美 



紅葉 作詞／高野 辰之 作曲／岡野 貞一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碓氷峠で生まれた童謡「紅葉」 
この曲は「春が来た」「故郷」等を手がけた高野辰之、岡野貞一のコンビにより明治 44 年（1911）に発

表された。作詞家の高野辰之（長野県中野市出身）は、かつて信越本線横川駅と軽井沢駅の間にあった

熊ノ平駅から見た碓氷峠の紅葉を見て感動し、この歌詞が誕生したといわれている。日本の秋を歌った

代表的な童謡である。 
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